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アムステルダム日本人学校プライバシーポリシー  

 

１.  本プライバシーポリシーの目的 

 このプライバシーポリシー（以下「本プライバシーポリシー」といいます）は、

アムステルダム日本人学校（以下「本校」といいます）が欧州経済領域（European 

Economic Area、以下「EEA」といいます）に所在する個人であるデータ主体につ

いて収集またはその他の方法で処理する個人データに適用されます。 

本プライバシーポリシーの目的は、本校の生徒、保護者、教職員、関係者および

訪問者等のデータ主体とのやり取りから直接、または第三者を介してデータ主体に

ついて取得した個人データの処理に関する本校の方針を御説明するとともに、個人

データの処理方法に関するデータ主体の権利および選択肢についてお知らせするこ

とにあります。 

 本校は、EU の一般データ保護規則（General Data Protection Regulation、以

下「GDPR」といいます）およびオランダを含む EEA において適用されるその他の

データ保護法に従って、データ主体の個人データを収集および処理します。 

 本プライバシーポリシーに関する御質問や御要望は、「9. お問い合わせ」に記載

の通り本校のデータ保護担当者（business@jsa.nl）まで御連絡下さい。 

 

2. 本校が処理する個人データの種類 

本校は教育サービスを提供する過程で以下の種類の個人データを処理します。 

 

▪ 児童生徒の氏名、住所、生年月日、性別、生徒番号、生徒の ICT 使用のための

ID 番号・パスワード、写真、BSN 番号、転出転入先名、所在地、転入・転学・

退学日、転学・退学理由、国籍、出生地、登校方法、就学歴、家族の状況、来

蘭時期 

▪ 卒業生の氏名、住所、生年月日、進学先学校名、所在地、性別 

▪ 保護者の氏名、住所、勤務先、電子メールアドレス、電話番号、児童生徒の保

護者の日本における連絡先（氏名、住所） 

▪ 卒業生の保護者の氏名、住所、児童生徒の保護者の日本における連絡先（氏

名、住所） 

▪ カウンセリングで聴取したことのうち、クライアントが学校と共有することを

同意した内容、それに対するカウンセラーの所見 

▪ 個別の教育支援計画等の児童生徒の特別な支援にかかる情報、行動の記録、心

理的状況に関するアンケート、児童生徒の出席日数、欠席日数、欠席理由など

の出席情報、在籍期間、イベントへの出欠の別、本校の学習の成績・記録、お

よびそれらに関連する写真・動画 

▪ 卒業生の出席日数、欠席日数、欠席理由などの出席情報、本校在学中の本校の

学習の成績・記録、およびそれらに関連する写真・動画 
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▪ 児童生徒の健康診断や各種検査の記録、加入保険会社名、保険証書番号、アレ

ルギーの有無、病歴、ホームドクターの氏名、その電話番号 

▪ 入学希望者の氏名、入学希望者の保護者の氏名、入学希望者との続柄、住所、

勤務先、電子メールアドレス、電話番号、性別、生年月日、国籍、出生地、就

学歴、来蘭時期、入学希望日、登校方法、入学学年 

▪ 銀行口座番号、口座名義人名、支払先の名称、支払先の担当者名、支払先の連

絡先（電話番号・メールアドレス）、支払先の銀行口座の銀行名、支店名 

▪ 教職員の氏名、住所、生年月日、電子メールアドレス、性別、取得免許、健康

状態、出勤状況、休暇取得状況、経歴、家族構成、戸籍情報、手当、パスポー

ト番号または身分証明番号および写し、銀行口座番号、BSN 番号、電話番号、

その他勤務にかかる情報 

▪ 理事の氏名、住所、生年月日、パスポート番号および写し、BSN、勤務先(所属

先)、電子メールアドレス、電話番号 

▪ 外部者（個人）の氏名、電話番号、電子メールアドレス、履歴書の情報、銀行

口座番号、口座名義人名 

▪ CCTV カメラが撮影する動画 

 

3. 個人データの収集方法 

 本校は、データ主体との直接のやり取りの中で、または第三者からデータ主体に

関する個人データを収集します。特に、本校は、生徒の個人データを、その保護者

を介して収集することがあります。 

 

4. 個人データの使用方法 

 本校は、個人データの収集および利用を、当該収集またはその他の処理の目的に

関連して必要なものに限定しています。本校が個人データを処理する法的根拠は、

データ主体が生徒、すなわち未成年の場合には保護者の同意となります。本校は、

それ以外にも、正当な利益、契約の履行、法的義務の履行といった法的根拠に基づ

いて、個人データを処理することがあります。本校が個人データを収集および処理

する具体的な処理目的および法的根拠は以下の通りです。以下に記載された具体的

な処理目的以外の目的でデータ主体の個人データを処理する予定がある場合には、

以下の「8. 本プライバシーポリシーの改訂・更新」に従い本プライバシーポリシー

を修正してデータ主体に通知します。 

具体的な処理目的 個人データの種類 法的根拠  

入学、入学後の管理のため 児童生徒の氏名、住所、生年月日、

性別、写真、保護者の氏名、住所、

電話番号、電子メールアドレス、緊

急連絡先、転出転入先名、所在地、

国籍、出生地、登校方法、就学歴、

家族の状況、来蘭時期 

正当な利益（入学、入学後の管

理のために必要な個人データを

処理することは本学の正当な利

益であり、児童生徒・保護者に

とって予見可能なものである） 
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具体的な処理目的 個人データの種類 法的根拠  

学校行事、イベントの履行のため 児童生徒の氏名、住所、イベントへ

の出欠の別、保護者の氏名、電話番

号、関連した写真・動画、アレルギ

ーの有無 

正当な利益（学校行事、イベン

トの履行のために必要な個人デ

ータを処理することは本学の正

当な利益であり、児童生徒・保

護者にとって予見可能なもので

ある） 

本校のウェブサイト等に掲載する

ため 

児童生徒の写真 データ主体または（データ主体

が生徒、すなわち未成年の場合

には）保護者の同意 

授業料の請求・受領のため 児童生徒の氏名、生徒番号、銀行口

座番号、口座名義人名 

正当な利益（授業料の請求・受

領のために必要な個人データを

処理することは本学の正当な利

益であり、児童生徒・保護者に

とって予見可能なものである） 

虐待等にかかる児童生徒保護要件

の遵守のため 

児童生徒の氏名、住所、生年月日、

性別、BSN 番号 

法的義務の履行 

生徒指導及び教育支援のため 児童生徒の氏名、住所、生年月日、

性別、出席日数、欠席日数、欠席理

由などの出席情報、本校の学習の成

績・記録、個別の教育支援計画等の

児童生徒の特別な支援にかかる情

報、行動の記録、心理的状況に関す

るアンケート 

正当な利益（生徒指導及び教育

支援のために必要な個人データ

の処理を行うことは本学の正当

な利益であり、児童生徒・保護

者にとっても予見可能なもので

ある） 

感情、心理的サポートとケア（学

校カウンセリング)のため 

児童生徒の氏名、保護者の氏名、住

所、生年月日、性別、出席日数、欠

席日数、欠席理由などの出席情報、

カウンセリングで聴取したことのう

ち、クライアントが学校と共有する

ことを同意した内容、それに対する

カウンセラーの所見、心理的状況に

関するアンケート 

正当な利益（感情、心理的サポ

ートとケア（学校カウンセリン

グ）のために必要な個人データ

を処理することは本学の正当な

利益であり、児童生徒・保護者

にとっても予見可能なものであ

る） 

児童生徒と教職員の健康を守るた

め 

児童生徒と教職員の氏名、住所、性

別、出勤状況、児童生徒の出席日

数、欠席日数、欠席理由などの出席

情報、加入保険会社名、保険証書番

号、ホームドクターの氏名、その電

話番号 

正当な利益（児童生徒と教職員

の健康を守るために必要な個人

データを処理することは本校の

正当な利益であり、児童生徒・

保護者および教職員にとって予

見可能なものである） 

児童生徒と教職員の健康を守るた

め 

児童生徒と教職員の健康状態の記

録、児童生徒の健康診断や各種検査

の記録、アレルギーの有無、病歴 

データ主体または（データ主体

が生徒、すなわち未成年の場合

には）保護者の同意 

本校児童生徒の学習状況を把握

し、それを踏まえて、適確な助言

をしたり、最良な学習環境を整備

したりするため 

児童生徒の氏名、出席日数、欠席日

数、欠席理由などの出席情報、本校

の学習の成績・記録、およびそれら

に関連する写真・動画 

正当な利益（本校児童生徒の学

習状況を把握し、それを踏まえ

て、適確な助言をしたり、最良

な学習環境を整備したりするた

めに必要な個人データを処理す

ることは本学の正当な利益であ

り、児童生徒・保護者にとって

も予見可能なものである） 

児童生徒が他の教育機関で教育を

継続するため 

児童生徒の氏名、保護者の氏名、住

所、生年月日、性別、転出転入先

正当な利益（児童生徒が他の教

育機関で教育を継続するために



 

4 

 

具体的な処理目的 個人データの種類 法的根拠  

名、所在地、出席日数、欠席日数、

欠席理由などの出席情報、在籍期

間、本校の学習の成績・記録、児童

生徒の健康診断や各種検査の記録転

学・退学日、転学・退学理由 

必要な個人データを処理するこ

とは本学の正当な利益であり、

児童生徒・保護者にとっても予

見可能なものである） 

教職員の職務遂行と校務の分掌、

資質向上のため 

教職員の氏名、経歴、その他勤務に

かかる情報、取得免許、出勤状況、

休暇取得状況 

正当な利益（教職員の職務遂行

と校務の分掌、資質向上のため

に必要な個人データを処理する

ことは本学の正当な利益であ

り、教職員にとっても予見可能

である） 

教職員の赴任・採用および解雇、

住宅環境整備のため 

教職員の氏名、住所、性別、電子メ

ールアドレス、経歴、家族構成、戸

籍情報、手当、パスポート番号また

は身分証明番号および写し、銀行口

座番号、BSN 番号、電話番号 

正当な利益（教職員の赴任・採

用および解雇、住宅環境整備の

ために必要な個人データを処理

することは本学の正当な利益で

あり、教職員にとっても予見可

能なものである） 

必要な支払いを行えるようにする

ため 

支払先の名称、支払先の担当者名、

支払先の連絡先（電話番号・メール

アドレス）、支払先の銀行口座の銀

行名、支店名、口座名義人名 

契約の履行 

学校の運営にあたり、理事会がオ

ランダ商工会議所、在オランダ日

本商工会議所、取引先銀行、保険

会社への法的報告要件を満たすた

め 

理事の氏名、生年月日、住所、パス

ポート番号および写し、BSN、勤務

先(所属先)、電子メールアドレス、電

話番号 

法的義務の履行 

アムステルダム、アムステルフェ

ーン市役所のオランダ自治体機

関、DUO（オランダ教育省）、

GGD およびその他の当局への法

定報告要件を満たすため 

児童生徒の氏名、生年月日、性別、

転入・転学・退学日、住所、BSN、

欠席日数 

法的義務の履行 

懸念事項や苦情の調査に役立てる

ため 

行動の記録、心理的状況に関するア

ンケート 

正当な利益（懸念事項や苦情の

調査に役立てるために必要な個

人データを処理することは本校

の正当な利益であり、データ主

体にとって予見可能なものでは

ないものの、データ主体の利益

に優先するものである） 

児童生徒と教職員の安全とセキュ

リティを確保するため 

児童生徒の氏名、教職員の氏名、電

子メールアドレス（教職員、保護

者）、電話番号（教職員、保護

者）、CCTV カメラが撮影する動画 

正当な利益（児童生徒と教職員

の安全とセキュリティを確保す

るために必要な個人データを処

理することは本校の正当な利益

であり、児童生徒・保護者およ

び教職員にとって予見可能なも

のである） 

スクールバス及び PTA 活動の円

滑な運営のため 

児童生徒の氏名、入学学年、保護者

の氏名、住所、保護者の電子メール

アドレス、電話番号、来蘭時期、転

入・転学・退学日、登校方法、病

歴、銀行口座番号、口座名義人名 

正当な利益（スクールバス及び

PTA 活動の円滑な運営のために

必要な個人データを処理するこ

とは本校の正当な利益であり、
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具体的な処理目的 個人データの種類 法的根拠  

児童生徒・保護者にとって予見

可能なものである） 

外部者（個人）からの問合せ対応 外部者（個人）の氏名、電話番号、

電子メールアドレス、履歴書の情

報、銀行口座番号、口座名義人名 

正当な利益（外部者（個人）か

らの問合せ対応のために必要な

個人データを処理することは本

校の正当な利益であり、外部者

にとって予見可能なものであ

る） 

寄付金、授業料等受領のため 外部者（個人）の氏名、電話番号、

電子メールアドレス、履歴書の情

報、銀行口座番号、口座名義人名 

契約の履行 

 

本校が個人データを処理するのは、データ主体が生徒すなわち未成年の場合には

その保護者から明示的な同意を取得した場合、法的または規制上の義務を果たすた

めに処理が必要な場合、もしくは GDPR またはその他の関連法規の下で処理が明示

的に許可されている場合です。 

また、本校が健康データ等のセンシティブデータ、すなわち特別な種類の個人デ

ータを処理するのは、データ主体から明示的な同意を取得した場合、法的または規

制上の義務を果たすために処理が必要な場合、および GDPR またはその他の関連法

規の下で処理が明示的に許可されている場合です。 

 

5. 個人データの保存期間 

 本校は、本校が個人データを収集した目的を達成するために必要な期間、すなわ

ち、データ主体および/またはデータ主体の保護者もしくはデータ主体の組織と本校

の契約関係が存続する機関、あるいは本校の教育活動に適用される EU 法およびオ

ランダ法をはじめとする EEA 加盟国の法律を含む法律上要求される期間、データ主

体の個人データを保持します。 

 本校は、データ主体の個人データの適切な保存期間を決定するために、個人デー

タの具体的な処理目的、他の手段で当該処理目的を達成できるかどうか、個人デー

タの量、性質、センシティブさ、不正使用または開示の場合の潜在的な損害のリス

ク、および適用される全ての法律および法的要件を考慮します。 

 なお、本校は、生徒と教職員の安全とセキュリティを確保するために、CCTV の

形で個人データを収集しており、CCTV 画像は 10 日間保持され、その後削除され

ます。 

 

6. 個人データの共有方法 

 データ主体の個人データは、EEA 加盟国以外の国または地域（法律が EEA と同程

度の個人データ保護を提供しない可能性のある国を含みます）に越境移転されるだ

けでなく、当該 EEA 以外の国または地域からアクセスまたは保存される可能性があ

ります。 
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本校は EEA 域内から EEA 域外への個人データの越境移転に関して、GDPR およ

び該当する EEA 加盟国のデータ保護法を遵守することを約束するとともに、いかな

る越境移転も、欧州委員会による日本に関するデータ保護の十分性認定、もしくは

欧州委員会の標準契約条項またはその他の GDPR 上の適切な保護措置に基づいて行

うこととします。 

 また、本校は、教育サービスの提供に必要な範囲で、（a）生徒が本校を退学した

後に通う学校、教育機関、（b）ハウスドクター、医師など個人データの共有がデー

タ主体の重大な利益になる場合、（c）共有されないことによりデータ主体に悪影響

を与える可能性がある場合、または（d）学校行事などの訪問イベント実施受け入れ

先などの第三者との間で、生徒をはじめとするデータ主体の個人データを共有する

ことがあります。 

本校は、法執行機関、監督当局、裁判所、その他の公的機関により調査や法的手

続きなどの特定の状況において、これらの公的機関に対し、データ主体の個人デー

タを開示する必要があると判断する場合があります。このような場合、本校は、当

該公的機関から強制され、指示され、またはその他の方法で要求された範囲内で、

データ主体の個人データを共有します。 

また、本校は、本校に適用される EU 法または EEA 加盟国の法律を遵守するた

め、または本校の生徒に対する職務上の義務を果たすために開示が必要であると本

校が判断した場合にも、生徒の個人データを第三者に共有することがあります。 

 さらに、本校の学生、教職員および一般の人々の権利と利益を保護するため、な

らびに利用可能な救済を追求するため、開示が合理的に必要であると本校が判断し

た場合、データ主体の個人データを開示することがあります。  

個人データの共有に関する本校の方針および慣行について詳しくお知りになられ

たい場合は、以下の「9. お問い合わせ」に記載されている連絡先まで御連絡下さ

い。 

 

7. データ主体としての権利 

GDPR およびオランダ等の EEA 加盟国のデータ保護法に基づき、データ主体は、

本校が処理するデータ主体の個人データに関して行使可能な権利を有します。これら

の権利は以下のとおりです。なお、データ主体が生徒すなわち未成年である場合に

は、生徒の保護者がデータ主体である生徒に代わって本校に対して以下の各権利を行

使することが可能です。 

• アクセス権：データ主体は、データ主体に関する個人データが処理されてい

るか否かの確認を得る権利、およびそのような処理が行われている場合、その個

人データおよびその処理に関連する特定の情報（処理の目的、関連する個人デー

タの種類、個人データが開示されたまたは開示される予定の受取人または受取人

の種類、保存期間またはその期間を決定するために使用される基準など）にアク

セスする権利を有します。 
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• 修正する権利：データ主体は、データ主体に関する不正確な個人データの訂

正を要求し、不当な遅滞なくこれを受領する権利を有し、また、処理の目的を考

慮した上で、不完全な個人データを補完してもらう権利を有します。  

• 消去する権利（忘れられる権利）: データ主体は、以下の状況において、デー

タ主体の個人データの消去（削除）を要求し、不当な遅滞なく受領する権利を有

します。 

• 個人データが収集またはその他の方法で処理された目的との関連で必

要なくなった場合 

• データ主体が同意を撤回し、または反対する権利を行使し、処理に関

する法的または説得力のある正当な理由が他にない場合 

• 個人データが違法に処理された場合、または 

• 消去が本校に適用される法的義務の遵守のために必要な場合 

• 処理制限の権利：データ主体は、一定の条件に該当する場合、御自身の個人

データの通常の処理から遮断（制限）される権利を有します。 

• 処理に反対する権利：データ主体は、データ主体の利益、権利および自由、

または法的請求の確立、行使もしくは防御に優先するような、やむを得ない正当

な理由がない場合に限り、特定の状況に関連する理由および一定の条件が適用さ

れる場合にデータ主体の個人データの処理に反対する権利を有します。 

• データポータビリティの権利：データ主体の個人データの処理が同意または

契約という法的根拠に基づき自動化された手段によって行われる場合、データ主

体は、構造化され、一般的に使用され、機械で読み取り可能な形式で、データ主

体の個人データのコピーを取得する権利を有し、また、本校に妨げられることな

く、当該個人データを別の管理者に送信する権利を有します。 

• 同意を撤回する権利：データ主体の個人データの処理が同意に基づいて行わ

れる場合、データ主体はいつでも同意を撤回することができますが、撤回前の処

理の適法性に影響を及ぼすことはありません。同意を撤回するには、本校のデー

タ保護担当者の連絡先（business@jsa.nl）までメールにて御連絡下さい。デー

タ主体が同意を撤回した旨の通知を本校が受領した時点で、本校は、それ以上の

処理を行う法的根拠がない場合を除き、データ主体が当初同意した目的のために

データ主体の個人データを処理することを中止します。 

 

上記の権利を行使される場合は、下記「9. お問い合わせ」に記載されている連絡先

まで御連絡ください。なお、データ主体の個別の権利行使の要求に明らかに根拠がな

い場合、または当該要求が過剰な場合には、合理的な手数料を請求させていただくこ

とがあります。  

 本校がデータ主体の権利行使の要請を処理した方法、または本校がデータ主体の個

人データを収集もしくはその他の方法で処理した方法に満足いただけない場合、デー

タ主体は、オランダのデータ保護監督当局

mailto:business@jsa.nl
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（https://autoriteitpersoonsgegevens.nl/）をはじめとする関連する EEA 加盟国

のデータ保護監督当局（特に、データ主体の常居所地、勤務地、または GDPR 違反が

疑われる場所の EEA 加盟国のデータ保護監督当局）に苦情を申し立てることができ

ます。 

 

8. 本プライバシーポリシーの改訂・更新 

 本校は、本プライバシーポリシーを随時改訂または更新することがあります。本プ

ライバシーポリシーの変更は、改訂された本プライバシーポリシーが本校のウェブサ

イトに掲載された時点で有効となります。 

 

9. お問い合わせ 

 本プライバシーポリシーに関する御質問や御要望は、本校のデータ保護担当者まで

御連絡下さい。 

 

アムステルダム日本人学校 データ保護担当者 

Karel Klinkenbergstraat 137, 1061 AL Amsterdam 

E メール：business@jsa.nl  

 

本プライバシーポリシーの最終更新日：2024 年４月２日 

https://autoriteitpersoonsgegevens.nl/
mailto:business@jsa.nl

